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古事記を読む会   2３号（201６,10,2） 
 
９月の古事記を読む会は、元富山県立図書館長 鷲本義昌先生により、「芥川

の『老いたる素盞鳴尊』をめぐって」のテーマでお話しいただきました。 
イズミさんのブログには、

その様子が詳しく紹介されて

います。 
当日 いただいた 資料には、つぎ

の ５項目が 示されていました； 
◇「芥川龍之介大事典」より  素

盞鳴尊 すさのおのみこと 
  小説。[初出]「大阪毎日新聞夕

刊」大正９年三月三十日～六月六

日。四十五回の連載。[収録] 『春

服』(前半三十五回は単行本未収録。

後半十回を「老いたる素盞鳴尊」と

改題し収録。春陽堂、大正１２年五月)。全集第六巻収録。 
◇八雲立つ 
◇炉辺の幸福 

  「侮蔑と捨象の対象でしかなかった実人生が、ようやく生にかかわってもつ不可避の意

味を作家に問いはじめた」（三好幸雄） 
◇十風五雨 
◇夏の終（わ）り  伊藤静雄 
また、別紙として、小説「老いたる 素盞鳴尊」 全文（十回分)コピーが 配布 されまし

た。つまり、「日本最古の 古典『古事記』が、現代文学者たちに どんな 影響を あたえ

たか」、「例えば 芥川龍之介は、小説「老いたる 素盞鳴尊」の中で なにを いいたかっ

た のか」考えて みようと いう こと でした。 
 「大阪毎日（夕刊）」に ４５回に わたって 連載しながら、後半 十回分だけを 「老い

たる素盞鳴尊」と 改題し 収録」と いう 事実経過の中に、小説家 芥川の 心情変化の 過程が 
読みとれると いう わけです。 
 スサノヲ命と いえば、すぐに 連想される ものの 一つに 「八雲 立つ…」の歌が あり

ます。   八雲立つ 出雲八重垣 妻籠みに 八重垣作る その八重垣を 
  この歌は、「スサノヲ命が 作った」と されて いますが、実は 当時 いっぱんに 歌わ

れて いた 祝婚歌の 一つだと いう 説も あります。アシハラシコヲ[葦原色許男]（大国

主命）と スセリヒメ、あるいは その 応援団の 人たちが 歌っても よい わけです。 
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 「八雲立つ 出雲八重垣」とは「スゥイート ホーム」の こと であり、「ロバタ[炉辺]

の生活を 楽しむ」姿 です。漢語で「十風 五雨」と いう のも、「十日に 一度 風が 吹

き、五日に 一度 雨が 降る」という 現実生活の 楽しみを うたった コトバです。 
 ただし、文学者・小説家とも なれば、『古事記』の 記事を ただ 現代語に 訳した だ

けでは どうにも なりません。なんとか して 独自の「小さな説」を 立てる 必要が あり

ます。芥川が『古事記』の 「スサノヲ命」を 題材と して 小説を 書きはじめ、やがて 後

半 十回分だけを 改題して 収録した ことは、さきほど 紹介した とおり ですが、そのこ

とは 彼が それだけ 真剣に スサノヲと とりくみ、七転八倒 させられた ことを 示して

います。 
 小説「老いたる 素盞鳴尊」の 中で、作者の 目は スサノヲの 目と 同調して います。

最愛の ひとり娘を もつ 父親が、娘の 恋人を 見る、その目です。娘の 恋人・アシハラ

シコヲを 「ハチの ムロ」，「オロチの ムロ」へ 閉じこめる。さらには 枯草に 火を は

なち、その 炎と煙で 焼き殺そうと する。しかし、スサノヲと スセリヒメと アシハラシ

コヲとの 人間関係に、やがて 転機が おとずれる。若い男女の キズナが 父と娘の キズ

ナを ふり切って、スサノヲの 家から 脱出計画を 実行する。  
ふたりが 乗った 舟が 遠ざかる のを 見て、スサノヲは すぐ 弓に 矢を つがえて ひ

きしぼるが、矢は ついに 弦を はなれる ことが なかった。 
 やがて 弓矢を おいた スサノヲが、二人に むかって 祝福の コトバを おくる。 
「おれよりも もっと タチカラ[手力]を 養え」 
「おれよりも もっと チエを 磨け」 
「おれよりも もっと し合せに なれ」 

 あれほど 憎み、痛めつけて きた 若者に むかって、ある日 とつぜん 祝福の エールを

おくる。この 豹変ぶりを どう 解釈すれば よいか？むつかしく 考えれば、たしかに む

つかしい 問題ですが、じっさいには、現代社会でも よく 見たり 聞いたり する 現象だ

とも いえそう です。最愛の 娘の ムコ殿に たいしては きびしい テストを する。その

テストに 合格したと なれば、一転して、応援に まわる。そう 解釈する 人も いるでし

ょう。また、どれほど 強い 人間でも、やがて 老人と なり、死の 日を むかえる。最愛

の娘に 恋人が でき、親の手が とどかない ところへ 立ち去る 日が 来る。そう 考える

人も いるでしょう。 
 時間の 制約も あって、伊藤 さんの 講話では、さいごの 項目「夏の終り…伊藤静雄」

に ついて、くわしい 解説を お聞き できません でした。あとで ネットで しらべて い

ると、こんな 記事が 見つかり ました。 
  夏の 終り 
夜来の 颱風に ひとり はぐれた 白い 雲が 
気の とほくなる ほど 澄みに 澄んだ 
かぐはしい 大気の 空を ながれて ゆく 
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太陽の 燃え かがやく 野の 景観に 
それが おほきく 落す 静かな かげは 
……さよなら……サヤうなら…… 
……さよなら……サヤうなら…… 
いちいち さう うなづく まなざしの やうに 
一筋 ひかる 街道を よこぎり 
あざやかな 暗緑の みずた[水田]の おもてを 移り 
ちひさく 動く 行人を おひ越して 
しづかに しづかに 村落の 屋根屋根や 
樹上に かげり 
……さよなら……サヤうなら…… 
……さよなら……サヤうなら…… 
ずっと この 会釈を つづけ ながら 
やがて 優しく わが 視野から 遠ざかる 
  ＊昭和２１年(４０歳)『文化展望』１０月号、後に『反響』に 所蔵。 
 

 この「夏の 終り」は、１９４６年 つまり 戦後 間もない頃の 作品で、伊藤静雄が ４

０歳の 時の もの である。２４歳から 詩を書いて 発表し 始め…１９４５年には 発表作

品は ない…１９４９年に 肺結核を 患い、そのまま 入院生活を 送り、１９５６年に こ

の世を 去って いる。 
 

  以上、『古事記』スサノヲ命 から、現代の 小説家 芥川 龍之介・詩人 伊藤 静雄に い

たる まで、いっしょに 考えあわせて みると いう ことで、わたしと しては めったに で

きない 勉強を させて いただきました。 
『古事記』の 読み方に ついて 
 『古事記』の 読み方に ついては、さまざまな 読み方が あって よいと 思います。自

分の すきな テーマを えらび、得意と する 研究方法に よって 研究を すすめ ながら、

まったく 別の テーマや 方法に よる 研究者の 報告を 聞く ことで、意外な ヒントが 

得られる ことも ある でしょう。 
 わたしの ばあいは、やはり コトバの 音声面に こだわって、『古事記』を 読みつづけ

たいと 思います。たとえば「スサノヲ命・スセリ姫・アシハラシコヲ」などと いう ナマ

エの 意味を さぐりたいと 思います。アマテラス[天照](大神)や オホクニヌシ[大国

主](神)などは 現代語との 関連が つかめますが、スセリや シコヲと なると、「それ、

日本人の ナマエ なの？」と たずねたい 感じに なったり します。 
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 現代日本語の 実態は、ヤマトコトバ・漢語・カタカナ語 などの チャンポン語 ですが、

ヤマトコトバの 実態も「ヤマト地区の コトバを 中心に、日本列島 各地の コトバを と

りこんだ チャンポン語」だったと 考えられます。 
 人名・地名など には、命名当時の 貴重な 情報が こめられて いると されて います。

「テル[照] ものが テラ[寺]」と いう ヤマトコトバの 原則が 分かれば、アマテラス派

(神道グループ)が テラ派(仏教グループ)の テラと いう 語音を 禁句と した 理由も わ

かって きます。スサノヲ・スセリ・シコヲ などが ヤマトコトバだと すれば、ヤマトコ

トバの 中に 同源・同系・同族の コトバが ある はずです。テマ・ヒマの かかる 作業で

すが、まず ヤマトコトバの 戸籍台帳を できるかぎり 整備する ことが 必用。これが で

きれば、やがて 日本語と 外国語との 音韻比較の 道も 開けて くる でしょう。 
以上イズミ」さんのブログ 「いたち川散歩」 を紹介しました。 
イズミさんは、研修会のあといろいろ、調べ、考察の記録を具に残しておられます。 
古事記に対する独自の研究方法を持って、すすめておられる姿にいつも敬服しています。 

ヤマトコトバの戸籍台帳の整備にむけて、是からも頑張ってください。 
また、是からも、コトバについての見解を会員にお伝えいただきたいと思います。 

 
会員の意見   
・芥川はなぜ書けなかったか？ 漢詩→現代語訳。古事記→訳がある。さらに文学作品と

して高いものにするのは難しい。 
出雲はスサノオに対する信仰心が高い。出雲は風土をうまく詠み込んだ。 
・ツルギとタチの使い分けが気になる。 スサノオのもつ十つかツルギ、みあかしのは欠

けき。タチありき、つるぎをつかってタチを得たり。 
ＴＲＧ   ＴＴ  形なのか材質なのか？どちらが先進的であるか？ 

・祝婚歌 子孫にエールを送る。威厳に満ちていてよい結び。 
・小説と古典の繫がりをみた。日本人にあったものを文学作品に表す。 
 
次回は ということで 
１０月３日は、 
① 服部先生の小提案、②「老いたるスサノオ」に該当する古事記を本文を読む等・・・・。 
１１月 13 日の提案  （               ） 
12 月 ４日の提案  （               ） 
29 年２月５日の提案 （               ）   
   ３月５日の提案 （               ） 
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先日は、芥川著の『老いたる素盞鳴尊』を紹介いただき、内容のある有意義なご講話をい

ただきありがとうございました。作家芥川がその時代に古事記をどう読んだかがとても気

になる所でした。そして、久しぶりの文学者との出会いは、とても新鮮でした。 
『古事記を読む会』で 「大国主神の段 根の国堅州国訪問」で何度か読んだはずの文面

をもう一度たどり、しっかり読む必要を感じました。まだまだ、わからないことばかりで

す。ですから、今回のような視点で問題意識をもって読み直すために大変よいお話でした。 
『古事記』の編者・解釈を巡って今も不明な事が多い中、芥川氏の古典をテーマに編んだ

小説が、結末も明るく、次代に期待を寄せるものになっていることは、読む者にとっても

嬉しく、ある時期、生きる事へ積極性があったのか、または、自分が絶望的なだけに子ど

もへの願望が大きかったのかなどと考えました。私は、文学に触れる機会が少ないので、

久しぶりに鷲本先生の授業を聞かせていただいた様で（高校生時代の）若い気分にもなり

ました。 
鷲本先生には、平家物語の冊子を会員みんなへプレゼントしていただきありがとうござ

います。また、たくさんの準備をしていただき大変手数をお掛けしました。今後とも少し

ずつ古事記を読む事を続けていきますので、機会がありましたら何卒よろしくご指導くだ

さい。それにしても、恩師がお元気で近くおられ、今も教えて頂いていることよい環境に

感謝致しております。是からもどうぞよろしくお願い申し上げます。妹も古典の心を現代

文で教えていただいたと喜んでおりました。          
 先日、敬神婦人会の総会へ出席のため神戸へ行き、淡路島のイザナミ神宮を参拝してき

ました。付近には平家物語の歴史があちこちに残っているようでした。いろいろあってお

礼状が遅れましたことをお詫び申し上げます。            ９月８日 
 


